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資本家の経済全体の総数を ，労働者の経済全体の総数を とする。また，資産量 は，す
べての資本家で同一であるものとする。
資本家，労働者ともに，以下の効用関数を持つと仮定する。
􀀽 􎨱􏀱 􎨲􏀲 􎨳􏀳 (1)
は財 の消費量を表している（ 􀀽􀀱􀀬 􀀲􀀬 􀀳）。また， 􎨱􀀫 􎨲􀀫 􎨳􀀽􀀱 とする。
財⚑の生産量を 􎨱，資本投入量を 􎨱，労働投入量を 􎨱 と表すと，財⚑の生産関数は，
ら導き出される結論（資本が豊かな国から貧しい国に移動する）とは逆の資本移動のパターンが起こり得る
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􎨱􀀽 􎨱 􎨱􎨱􎸒 (􀀰􀀼􀎱􀀼􀀱) (2)
と表される。これに対し，財⚒と財⚓の生産技術は同一で，財⚑より資本を集約的に用いて
生産を行うと仮定する2。具体的には，以下のような生産関数であるものとする。
􀀽 􎨱􎸒 􀀽􀀲􀀬 􀀳 ( 􀀼 􀀼􀀱) (3)
全ての財市場と生産要素市場は完全競争市場である。財⚑をニュメレールとして（つまり





􀀨􀀱􂈒 􀀩􎜂 􎨱􎨱 􎜒 􀀽 􎨲􀀨􀀱􂈒 􀀩􎜂 􎨲􎨲 􎜒 􀀽 􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩􎜂 􎨳􎨳 􎜒 􀀽 (4)
􎜂 􎨱􎨱 􎜒
􎸒􎨱
􀀽 􎨲 􎜂 􎨲􎨲 􎜒
􎸒􎨱
􀀽 (5)
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手が生産した資本の内一定の比率 (􀀰􀀼􀎻􀀼􀀱)を回収することができるものとする。
以下，信用市場における資本家の意思決定について考える。非貿易財生産用の資本を生産




􀀫􀀨 􂈒 􀀩 􂉥 すなわち
􂉥 (7)
となる。一方，非貿易財生産用の資本を生産する場合，資本家が得ることになる所得の水準









􀀽 􀀽􀁭􀁩􀁮􎝂 􀀬 􂈒 􎝒 (10)
が成立する場合に，非貿易財生産用の資本の生産が行われることになる。
以下では， 􂉡 􂈒 􀀼􀀱 を仮定する。 は，債務不履行時の回収可能性を表す が大きい
場合，そして投資全体の外部資金の割合 􀀱􂈒 / が小さい場合に，値が大きくなる。したがっ






























􎨳􀀽 􎸒 􎨲 (14)
を得る。これは，財⚓の価格は，財⚒の価格と金融発展の指標 のみによって決定されるこ
とを意味している。 􀀼􀀱 である限り，財⚓の価格は財⚒の価格よりも高いが， が大きくな
る（⚑に近づく）につれて，財⚓の価格は財⚒に近づくことになる。
⚓．閉 鎖 経 済
開放経済の分析を行う前に，ベンチマークとして閉鎖経済（貿易を行わない場合）におけ
る結果を考察する。閉鎖経済においては，全ての財について国内消費量と国内生産量が等し
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􎨲􀀽
􎨲􀀨􀀱􂈒 􀀩
􎨱􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀫􀀨􀀱􂈒 􎨱􀀩􀀨􀀱􂈒 􀀩
􎨳􀀽
􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩









􎨱 􀀫 􎨲 􀀫 􎨳
􎨲􀀽
􎨲
􎨱 􀀫 􎨲 􀀫 􎨳
􎨳􀀽
􎨳
􎨱 􀀫 􎨲 􀀫 􎨳









􀎦 􎜢 􎨱 􀀫 􎨲 􀀫 􎨳􎨱􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀫􀀨􀀱􂈒 􎨱􀀩􀀨􀀱􂈒 􀀩 􎜲
􎸒
(16)





􀎦 􎜢 􎨱 􀀫 􎨲 􀀫 􎨳􎨱􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀫􀀨􀀱􂈒 􎨱􀀩􀀨􀀱􂈒 􀀩 􎜲
􎸒
となる。


















がって，各国の金融発展の水準に依存して決定される。つまり， 􎨲􀀽 ， 􎨳􀀽 􎸒 とする。
各財の生産部門における生産量⚑単位当たりの資本と労働の単位投入量をそれぞれ ，
( 􀀽􀀱􀀬 􀀲􀀬 􀀳）とすると，費用最小化問題を解くことで， 􎨱􀀽 􎸒􎨱， 􎨱􀀽􀀨􀀱􂈒 􀀩 􎸒􎨱，
􎨲􀀽 􎸒􎨱， 􎨲􀀽 􀀨􀀱􂈒 􀀩 􎸒􎨱， 􎨳􀀽 􎨱􎸒 􎸒􎨱， 􎨳􀀽 􀀨􀀱􂈒 􀀩 􎸒 􎸒􎨱 が得られる。ただし，






􎨱 􎨱􀀫 􎨲 􎨲􀀫 􎨳 􎨳􀀽 (17)
􎨱 􎨱􀀫 􎨲 􎨲􀀫 􎨳 􎨳􀀽 (18)
となる。また，財⚓は非貿易財なので，国内の生産量と消費量が等しくなることと，貿易収
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􎨱􀀽
􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀩 􂈒􀀨􀀱􂈒 􀀩
􀀨 􂈒 􀀩􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀩
􀀽
􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀩􀀨 􀎦􀀩





􀀨 􂈒 􀀩􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀩
(20)
􎨲􀀽
􀀨􀀱􂈒 􂈒􀀨 􂈒 􀀩 􎨳􀀩 􂈒􀀨 􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀩􀀫 􎨳􀀩􀀩
􀀨 􂈒 􀀩􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀩
􀀽






􎸒 􂈒􀀨 􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀩􀀫 􎨳􀀩 􎸒 􎸒 􀎦􎸒 􎸒 􀎛 􎸒
􀀨 􂈒 􀀩􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩􀀩
(21)
􎨳􀀽
􎨳 􀀨 􀀫 􀀩
􀁛􀀱􂈒 􎨳􀀨􀀱􂈒 􀀩􀁝
􀀽































􂉡 􎨱􀀨 􀀬 / 􀀩 (23)
となる。一方，財⚒が国内で生産される（つまり， 􎨲􀀾􀀰 となる）ための条件は，
􀀼
􀀱􂈒 􂈒􀀨 􂈒 􀀩 􎨳






􂉡 􎨲􀀨 􀀬 / 􀀩 (24)
となる。最後に，財⚒を輸出する，もしくは財⚒の国内生産量が国内消費量を上回る（つま
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􀀼
􎨱􀀨 􂈒 􀀩􀀫􀀨􀀱􂈒 􀀩




􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀩􂈒 􎨱􀀨 􂈒 􀀩
􎨳
􂉡 􎨳􀀨 􀀬 / 􀀩 (25)
となる。この条件は，財⚑を輸入する，もしくは財⚑の国内消費量が国内生産量を上回る（つ
まり， 􎨱􀀼 􎨱 となる）ための条件と同値である。
􎨱， 􎨲， 􎨳 は全て財⚒の価格 と，国全体の資本賦存量と労働賦存量の比率 / の増加関
数になっている。また， と / の水準に関係なく， 􎨱􀀼 􎨳􀀼 􎨲 が常に成立している3。(23)
(24)(25)から，以下の結果が得られる。
命題
(ⅰ） 􀀼 􎨱􀀨 􀀬 / 􀀩であるとき，この国は財⚒の生産に完全特化する。
(ⅱ） 􎨱􀀨 􀀬 / 􀀩􀀼 􀀼 􎨳􀀨 􀀬 / 􀀩 であるとき，この国は財⚑と財⚒の両方を生産し，財⚒
を輸出する一方で財⚑を輸入する。
(ⅲ） 􎨳􀀨 􀀬 / 􀀩􀀼 􀀼 􎨲􀀨 􀀬 / 􀀩 であるとき，この国は財⚑と財⚒の両方を生産し，財⚑
を輸出する一方で財⚒を輸入する。
(ⅳ） 􎨲􀀨 􀀬 / 􀀩􀀼 であるとき，この国は財⚑の生産に完全特化する。
小国開放経済においては，金融発展の水準 が一国経済の生産と貿易のパターンを決定す
ることになる。 が低い場合ほど，資本集約財の生産を多く行い，輸出する一方で，労働集約
財を輸入することになる。 􎨱， 􎨲， 􎨳 の水準は，財⚒の価格（ ）と，経済全体の資本と労働












􎸒 􀀯 􀀾􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀩 􀀯􀀨􀀱􂈒 􀀩 のとき， 􎨱􀀾􀀰 が成立する。また，􀀨􀎦 􀀯􀎛􀀩
􎨱
􎸒 􀀯 􀀼 􀁛 􀀨􀀱􂈒 􎨳􀀩􀀫 􎨳􀁝􀀯
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